
Ⅰ. 産業連関表の概念

経済を構成する各産業は、相互に結びつきながら生産活動を行っています。

ある一つの産業は、他の産業から原材料や燃料などを購入（ ）し、これを加工して製品を作り投入

出しています。この製品は、家計などに販売（ ）するほか、他の産業へも販売され、新たに他の産産出

業の生産活動のための原材料として利用されます。そして、こうした「投入→産出→投入→・・・」を繰り

返し最終的に、より加工性の高い製品として家計、政府、輸出などといった最終需要を満たすために販

売されます。

産業連関表は、このような財やサービスのやり取りの流れを、一定期間（通常一年間）に一定地域内

について行列形式で一覧表にしたものです。

ちなみに英語では、産業連関表を“ＩＮＰＵＴ－ＯＵＴＰＵＴ ＴＡＢＬＥ”と呼び、日本では産業連関表
イ ン プ ッ ト ア ウ ト プ ッ ト テ ー ブ ル

の他に「Ｉ－Ｏ表」または「投入産出表」と呼ばれています。
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図１　自動車と他産業の関連

（注）・図は簡略化したものです
　　　・かっこ内はH7産業連関表３２分類

雇用者所得 　　　　での区分

　自動車を例に挙げると、自動車という製品を生産するためには車体、タイヤ、計器・時計、ライトなど

多くの材料を必要とします。そして、それぞれの材料を生産するために鉄鋼石、電気、生ゴムなどの

原料を使用することになります。また、それぞれの製品、材料、原料を輸送するために輸送機関も必

要となります。

　このように自動車はさまざまな産業間での「投入→産出→投入→・・・」の繰り返しの結果製造されて

いるのがわかります。

　つまり、自動車の需要が増加した場合、関連のあるさまざまな産業にも連鎖的に需要がおこることに

なります。この「新たにある需要がおきたとき、経済全体ではどれくらいの需要がおこるか」と

いう見方が産業連関表を使用した生産波及効果分析の基本となります。

　また、産業連関表を利用すると需要が増加し、各産業の生産額が増加した結果増加する付加価値

額（≒ＧＤＰ）、雇用者所得（給料等）を推計することもできます。
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